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その想いを胸に旅立ちの刻

フ
キ
ノ
ト
ウ
が
大
地
か
ら
顔
を
あ
げ
、
ツ
ク

シ
が
春
の
訪
れ
を
待
ち
わ
び
た
よ
う
に
頭
を
の

ぞ
か
せ
る
頃
に
な
る
と
、

『旅
立
ち
の
刻
」

始
ま
り
で
す
。

河
辺
村
で
も
三
月
十
七
日
に
は
中
学
生
十
三

名
が
、
高
校
で
の
「
学
ぶ
喜
び
」
に
想
い
を
秘

め
て
旅
立
ち
ま
し
た
。
翌
週
の
三
月
二
十
四
日

に
は
、
幼
稚
園
児
十
二
名
が
「
も
う
す
ぐ
み
ん

な
は
一
年
生
」
の
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
、

小
学
生
八
名
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
中
学
生
活

に
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
「
旅
立
ち
の
喜
び

と
希
望
」
で
、
心
身
と
も
に
輝
い
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
、

同
時
に
別
れ
の
寂
し
さ
も

体
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
の
出
会
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
「
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
」
を
胸
に
、
新

た
な
出
会
い
を
求
め
て
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ

い。
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村
議
会
三
月
定
例
会
お
わ
る

=
一
月
補

E
予
算

一
般
会
計

特
別
会
計

rミ

平
成
十
六
年
第
一
回
河
辺
村

議
会
定
例
会
が
、
全
議
員
出
席

の
も
と
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

梅
木
加
津
子
、
梅
木
良
照
議

員
の
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、

報
告
十
六
件
の
承
認
、
条
例
の

一
部
変
更
議
案
三
件
、
条
例
の

一
部
改
正
議
案
一
件
、
土
地
改

良
事
業
実
施
に
つ
い
て
の
議
案

一
件
、
十
五
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
(
第
六
号
)
ム
五
十
八

万
五
千
円
(
累
計
一
八
億
六
千

七
百
七
十
八
万
三
千
円
)
、
十

五
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
ム

四
百
二
十
七
万
二
千
円
(
累
計

七
億
二
千
九
百
三
十
万
八
千

円
)
の
議
案
六
件
、
十
六
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
及
び
特
別

会
計
予
算
五
件
が
原
案
の
と
お

り
可
決
。

続
い
て
、
同
意
第
一
号
助
役

の
選
任
の
同
意
に
つ
い
て
を
上

程
、
河
野
英
昌
氏
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
意
見
書
第

一
号
「
地
方
交
付
税
削
減
の
大

わ九百第 160号

ム
五
八
五
千
円

ム
圏
、
ニ
七
二
千
円

⑪
 

幅
な
削
減
の
中
止
を
求
め
る
意

見
書
」
、
意
見
書
第
二
号
「
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
根

幹
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」
の

二
件
可
決
、
発
議
第
一
号
「
河

辺
村
住
民
投
票
条
例
制
定
に
つ

い
て
」
が
否
決
、
請
願
第
一
号

「
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
を
中
止
し

堤
防
整
備
と
河
川
改
修
、
鹿
野

川
ダ
ム
の
改
造
を
求
め
る
意
見

書
及
び
、
暮
ら
し
と
環
境
保
全
、

清
流
と
自
然
保
護
を
求
め
る
請

願
書
」
が
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
そ
れ
で
は
、
平
成
十
六
年
度

当
初
予
算
案
の
ご
説
明
を
申
し

上
げ
る
訳
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

私
の
所
信
の
一
端
久
し
上
げ

ま
す
。平

成
十
五
年
度
に
お
き
ま
し

て
は
、
河
辺
村
は
、
ま
さ
に
変

革
の
時
代
に
入
っ
た
と
い
う
激

動
の
年
で
あ
っ
た
か
と
思
う
訳

で
あ
り
ま
す
が
、
四
月
に
は
統

一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
、
本
村

で
は
、
村
長
・
村
議
選
挙
と
も

無
投
票
と
な
り
、
私
ま
た
議
員

各
位
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、

こ
の
こ
と
に
関
し
ま
し
て
、
村

民
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
同
時

に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
、
私
も
二
期
日
に
入
り

一
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
村
長
に
な
っ
て
掲
げ
て
お
り

ま
し
た
構
想
を
、
今
日
ま
で
、

一
つ
一
つ
実
行
に
移
す
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
当
然
私
ひ
と
り
で

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
常
に

議
員
各
位
の
適
切
な
ご
指
導
ご

助
言
を
賜
り
、
村
民
の
皆
様
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ

て
な
し
え
た
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
場
を
か
り
て
深
く
お
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
、
今
、
ま
さ
に

河
辺
村
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
今
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
申
し
上
げ
た
い
第

一
点
は
市
町
村
合
併
で
あ
り
ま

す。

そ
れ
は
、
最
重
要
事
項
で
あ

り
ま
し
て
、
河
辺
村
は
、
昭
和

二
十
六
年
に
誕
生
し
て
か
ら
五

十
三
年
を
迎
え
、
来
年
一
月
、

大
洲
市
・
長
浜
町
・
肱
川
町
の

四
市
町
村
で
新
市
名
「
大
洲
市
」

と
し
て
合
併
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

平
成
十
五
年
一
月
に
発
足
し

ま
し
た
、
「
大
洲
喜
多
合
併
協

議
会
」
も
、
現
在
ま
で
十
五
回

の
協
議
会
を
開
催
し
、
各
調
整

事
務
を
消
化
し
て
お
り
ま
す

が
、
協
議
事
項
も
最
終
段
階
に

入
っ
て
参
り
、
本
年
は
合
併
協

議
の
集
大
成
の
年
と
な
っ
た
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
員
各
位

に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
毎
月

「
市
町
村
合
併
調
査
研
究
特
別

委
員
会
」
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
、
ご
協
議
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。私

は
、
こ
の
市
町
村
合
併
に

つ
き
ま
し
て
、
今
日
ま
で
い
ろ

い
ろ
激
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
協
議
案
件
の
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
都
度
、

ご
説
明
申
し
上
げ
て
い
る
と
お

り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
先
人
が
築
き
あ
げ
て
き

た
「
河
辺
村
」
が
名
前
は
変
わ

ろ
う
と
も
「
大
洲
市
に
河
辺
あ

り
」
と
い
う
「
自
信
と
諮
り
」

が

ι
る
よ
う
、
今
後
も
対
応

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
ど
う
か
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
第
二
点
目
で
す
が
、

「
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
」
の
関
係

で
あ
り
ま
す
。

「
ダ
ム
」
の
関
係
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
土
交
通
省
か
ら

「
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画

(
素
案
)
」
が
提
示
さ
れ
、
学
識

経
験
者
の
肱
川
流
域
委
員
会
や

住
民
の
意
見
交
換
会
、
公
聴
会

も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

議
員
各
位
も
ダ
ム
工
事
事
務
所

か
ら
の
内
容
説
明
が
あ
り
ご
承

知
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
や
は
り
、
こ
の
「
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
」
問
題
で
一
番
に
迷

惑
を
こ
う
む
っ
て
い
る
の
は
河

辺
村
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ダ
ム

建
設
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
今
日

ま
で
、
い
つ
ま
で
も
整
備
さ
れ

な
い
「
県
道
小
田
河
辺
大
洲

線
」
、
私
は
、
議
員
各
位
と
同

じ
で
あ
り
ま
し
て
、
「
ダ
ム
」

と
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
と

い
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
私
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、

毅
然
と
し
た
態
度
で
早
期
の
改

良
整
備
を
園
、
愛
媛
県
に
重
ね

て
強
く
働
き
か
け
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

第
三
点
目
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
予
算
編
成
で
ご
ざ
い
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、

平
成
十
六
年
度
は
十
五
年
度
を



第 160号

さ
ら
に
越
え
る
大
変
厳
し
い
財

政
状
漏
で
あ
り
ま
す
。
政
府
は
、

昨
年
十
二
月
五
日
「
平
成
十
六

年
度
予
算
編
成
方
針
」
を
、
同

丹
二
十
四
日
「
平
成
十
六
年
度

予
算
の
概
算
」
を
閣
議
決
定
致

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
既
に
ご

承
知
の
と
お
り
地
方
財
政
に
つ

き
ま
し
で
も
、
「
三
位
一
体
の

改
革
」
の
推
進
に
よ
り
ま
し
て
、

国
庫
補
助
負
担
金
の
概
ね
四
兆

円
程
度
の
廃
止
・
縮
減
、
地
方

交
付
税
の
縮
小
な
ど
非
常
に
、
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
し
て
、
本

村
の
よ
う
な
小
規
模
自
治
体
で

は
、
特
に
財
源
不
足
が
生
じ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
、
合

併
を
日
の
前
に
し
て
、
ど
う
し

て
も
今
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

そ
う
一
一
一
口
っ
た
な
か
で
、
予
算

編
成
を
行
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
財
源
不
足
を
補
う
た

め
に
は
、
や
は
り
基
金
の
繰
り

入
れ
、
歳
出
を
必
要
最
小
限
に

切
り

J

詰
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と

考
え
ま
す
。
ど
う
か
、
ご
理
解

い
た
だ
け
れ
、
ぽ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
二
期
日
の
ス
タ
ー
ト

に
当
た
り
、
①
四
市
町
村
合
併

の
推
進
、
②
心
豊
か
な
村
を

H

指
し
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
社
会
福
祉
の
充
実
、
③
道
路

整
備
と
情
報
化
の
推
進
、
一
叫
地

場
産
業
の
確
保
と
維
持
、
⑤
心
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優
し
い
教
育
の
推
港
掲
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

合
併
日
前
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
も
最
善
の
努

力
を
す
る
た
め
、
今
年
度
、

「
ふ
れ
あ
い
住
宅
建
設
」
、
「
楠

松
集
会
所
兼
三
世
代
交
流
館
建

設
」
、
山
振
事
業
の
「
防
災
行

政
無
線
施
設
整
備
」
、
「
帯
江
地

区
簡
易
給
水
施
設
整
備
」
、
「
林

道
大
中
山
旭
線
開
設
て
事
」
、

「
村
道
・
農
道
・
林
道
の
整

備
」
、
「
小
学
校
。
フ

l
ル
、
中
川
子

校
パ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修
」
な
ど

を
計
上
し
て
お
り
ま
す

u

詳
し

い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後

ほ
ど
ご
説
明
い
た
し
ま
す
が
、

福
祉
対
策
、
農
林
業
対
策
、
教

育
の
充
実
は
可
能
な
限
り
予
算

を
投
入
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。ま

た
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
心
配

を
か
け
て
お
り
ま
し
た
サ
ン
サ

ン
農
園
の
イ
チ
ゴ
栽
培
も
、
今

年
初
め
て
の
収
穫
を
見
、
今
後
、

着
実
に
事
来
推
進
で
き
る
施
策

を
組
み
入
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
村
に
と
っ
て
都

市
と
の
受
流
の
場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
観
光
資
源
、
「
ふ
る
さ

と
の
宿
、
屋
根
付
橋
」
の
「
ふ

る
さ
と
の
宿
門
改
修
工
事
」
、

「
ふ
れ
あ
い
橋
屋
根
葺
き
替
え

工
事
」
も
実
施
し
た
い
と
与
え

て
お
り
ま
す
。

冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た

よ
う
に
、
今
年
度
は
市
町
村
合

併
の
最
終
段
階
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
六
月

に
は
合
併
協
定
書
の
調
印
、
九

月
に
は
県
議
会
の
議
決
、
卜
七

年
一
月
に
新
市
誕
生
を
日
標
と

し
て
お
り
、
こ
の
短
期
間
に
事

務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、

私
は
、
議
員
各
位
の
ご
指
導
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
河
辺
村
が
今

日
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
、

「
河
辺
村
」
を
誇
り
に
思
え
る

よ
う
、
新
市
「
大
洲
市
」
に
つ

な
げ
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
私
の
所
信
と
い
た
し

ま
す
。0

0
0
0
0
λ
V
0
0
0
0
0
 

梅
木
加
津
子

議
員

O
大
洲
喜
多
合
併
問
題
に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

こ
の
協
議
会
の
調
整
方
針
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
項
目
を
協

議
会
に
提
案
し
、
各
市
町
村
に

持
ち
帰
っ
て
協
議
し
、
次
回
の

協
議
会
に
て
決
定
し
て
い
く
順

序
で
進
め
て
お
り
ま
す
ο

項
目

の
中
に
は
国
・
県
の
補
助
金
の

か
ら
む
事
業
と
市
町
村
単
独
の

事
伊
あ
り
調
整
方
針
と
し
て

は
、
「
現
行
の
ま
ま
新
市
に
引

き
継
ぐ
」
、
「
合
併
時
又
は
新
市

に
お
い
て
調
整
す
る
」
、
「
廃
作

す
る
又
は
廃
止
の
方
向
で
検
討

す
る
」
と
し
た
調
整
の
位
置
付

け
を
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
ご
の
調
整
基
本
原
則

に
の
っ
と
り
臨
ん
で
お
り
ま

す
。
中
に
は
、
受
益
者
の
関
係
、

全
体
で
の
予
算
額
、
あ
る
い
は

費
用
対
効
果
の
問
題
で
廃
止
、

或
い
は
廃
止
の
方
向
で
協
議
さ

れ
た
事
業
も
あ
り
、
市
民
税
、

保
育
料
な
、
と
上
が
っ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
合
併
に
は
、
全
部

が
全
部
そ
の
ま
ま
と
考
え
る
の

に
は
無
理
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
最
善
の
努
力
を

し
て
最
小
限
の
負
担
増
に
努
め

て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
社
会
情
勢
、
経
済
情
勢

の
中
、
国
も
地
方
も
苦
難
な
こ

と
に
変
わ
り
な
く
、
ま
た
こ
の

背
景
に
は
、
多
様
で
買
の
高
い

文
化
へ
の
関
心
、
量
か
ら
質
へ

の
転
換
、
ゆ
と
り
や
環
境
へ
の

関
心
、
高
度
情
報
通
信
網
の
活

用
、
住
民
生
活
や
活
動
の
広
域

化
な
ど
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
ニ

1
ズ
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
は
専
門
的
知
識
も
必
要
で
あ

り
、
広
域
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
こ
と
が
自
治
体
と
し
て

の
役
割
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

梅
木

良
自召

議
員

O
や
ま
び
こ
と
サ
ン
サ
ン
農
園

に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

や
ま
び
こ
の
法
人
化
に
つ
い

て
は
県
な
、
ど
の
機
関
に
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
事
務
を
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
、
ど
う
い
う
形
態
の

法
人
化
に
す
る
の
が
良
い
か
、

専
門
的
・
具
体
的
意
見
を
集
約

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
か

ら
、
十
六
年
度
当
初
予
貨
に
法

人
化
委
託
料
を
計
上
い
た
し
ま

し
て
早
急
に
法
人
化
へ
の
事
務

子
続
き
を
進
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
サ
ン
サ
ン
農
園
の
管

埋
・
運
営
は
、
法
人
化
し
た
や

ま
び
こ
と
管
開
運
用
委
託
契
約

を
致
し
ま
す
。
サ
ン
サ
ン
農
園

の
取
組
に
お
い
て
は
か
な
り
反

響
が
あ
り
、
ゅ
う
パ
ッ
ク
事
来

な
ど
の
展
開
に
よ
り
村
外
に
も

知
れ
わ
た
り
、
学
校
給
食
に
も

使
っ
て
い
た
だ
き
地
産
地
消
の

増
進
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

農
薬
の
活
性
化
に
一
部
峻
が
図

れ
た
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
法
人
化
し
た
や
ま
び

こ
に
よ
る
自
主
的
な
管
理
・
運

用
と
、
二
期
作
目
は
、
イ
チ
ゴ

狩
な
ど
の
観
光
而
も
検
討
し
て

い
き
、
モ
デ
ル
園
と
し
て
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。



(4) 平成1611ム 3月25日ミ̂

平成16年度一般会計歳入歳出予算

わiJ~ 第 160号

(単位:千円)

付

)

)

交

)

市

川

ゆ

税
M
W

税

1

金

α
得

α

与

(

出

(

取

(

譲

∞

支

印

車

∞

方

ゆ

庫

♂

動

ρ

弛

辺

国

代

白

日

一
%
一
%
一
%

一

づ

J

一

円

υ

一

G
d

一

4
t

一

円

/

】

一

円

/

』

他

幻

入

自

一

引

の
ヴ
バ
収

D
税
之

そ

初

諸

お

村

引

教育費
I 08，055 (6. I %) 

一
般
会
討
の
主
なハ

ー
ド
事
業

O
村
道
改
良
舗
装
事
業

九
千
五
百
三
万
円

。
農
道
整
備
事
業

二
千
九
十
五
万
円

。
林
道
整
備
事
業

四
千
九
百
五
万
円

。
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業

一
千
六
百
三
十
四
万
円

。
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

負
担
金
六
百
五
十
万
円

。
県
道
改
良
舗
装
事
業
負
担
金

ニ
千
万
円

。
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事

業
九
千
二
百
三
十
九
万
円

。
川
上
地
区
簡
易
給
水
施
設
整

備
事
業
六
千
三
百
万
円

。
三
世
代
交
流
館
建
設
事
業

七
千
三
百
九
十
万
円

。
ふ
れ
あ
い
住
宅
建
設
事
業

一
億
二
百
五
十
万
円

主
な
ソ
フ
ト
事
業

C
男
女
交
流
事
業
委
託
料

七
十
五
万
円

。
関
村
式
三
百
五
十
六
万
円

。
参
議
院
議
員
選
挙
費

三
百
十
八
万
円

。
支
援
費
制
度
事
業

一
千
二
百
十
二
万
円

。
村
誌
編
纂
費

三
百
十
九
万
円

(単位:千円、伶)

平成16年度当初予算 平成15年度当初予算 比較

国民健康保険事業会計 191，087 194，855 企1.9

国民健康保険施設会計 100，115 102，489..... 2.3 

老人保健会計 263，277一一↓ 287，643 企 8.5

簡易水道会計 57，492 29，309 96.2 
~ 

介護保険事業会計 122，099 107，106 14.0 

|居 宅 介 護 サービス事業会計 l - 山 皆減

言十 734，070 726，918 1.0 

ムー==ロ
A
Q
E
 

買11特

営業収入

ミ歪量

わ
か

歳り
や入

丈す
豪く
霊般
)Wo A恥，--:z:;; 

量暫

詞
2委
と w

? 

河
初
予
算
の
歳
入
十
七
億
七
千
万
円
を
村
氏
一
人
「

た
り
の
家
計
簿
に
置
き
か
え
る
と
総
額
百
三
十
五
万
四

千
円
(
※
)
で
、
自
力
の
収
入
(
自
主
財
源
)
は
、
営

業
収
入
と
雑
収
入
で
九
・
一
一
%
、
貯
金
取
り
崩
し
を
合

わ
せ
て
コ
二
・
七
%
で
す
。
残
り
六
八
・
一
二
%
は
、
他

力
の
収
入
(
依
存
財
源
)
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
総
額
は
、
十
七
億
七
千
万
円
を
人

U
:
三
O

七
人
(
平
成
十
六
年
今
月
末
現
在
)
で
除
し
て

算
出
し
て
い
ま
す
の

(単位:円、%)

|村の予算計上項目 家計簿上の頃呂 金額 構成率

い|じ2U)F1村冷他15交付税、 国県税費
営 業 収 援 金入 39，000 2.9 

仕送り、支 801，000 59.2 

担金、負担金等 車並 ~3Z 入 85，000 6.3 

4l繰 入 金 貯 金 取 り 崩 し 304，000 ' 22.5 

151村 {責 金融機関借入 125，000 9.2 

言十 1，354，000 I 100.0 

仕送り、支援金



第 160号ミ̂

今
年
度
の
ひ
ま
わ
り
学
習
は
、

小
学
校
の
『
総
合
的
な
学
習
の
時

間
』
と
の
合
同
で
実
施
を
し
ま
し

た。
三
年
生
は
、
婦
人
会
の
方
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
肉
ジ
ャ
ガ
や
ギ

ョ
ウ
ザ
な
ど
の
料
理
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
み
ん
な
、
普
段
か
ら

家
で
も
料
理
の
子
伝
い
を
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
ほ
ど
と
て

も
上
手
に
包
丁
を
使
っ
て
い
ま
し

た。
四
年
生
は
、
一
月
二
十
六
日
が

積
雪
の
た
め
に
二
月
九
日
に
延
期

し
た
と
こ
ろ
、
ま
た
ま
た
積
雪
で

開
催
で
き
ず
、
二
月
十
六
日
に
川

上
の
薮
田
勝
正
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
炭
窯
か
ら
炭
を
搬
出
し
、

次
の
窯
の
準
備
を
し
、
ど
う
や
っ

て
炭
を
作
る
か
を
教
え
て
い
た
だ

き
己
宇
品
7
レ
h
~
。

五
年
生
は
、
七
月
十
四
日
に
桑

田
一
男
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

河
辺
川
の
水
生
生
物
(
水
生
日
比
虫
)

の
観
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

前
日
に
降
っ
た
雨
の
た
め
に
川
の

水
が
増
水
し
て
い
て
あ
ま
り
採
取

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
十
一
月
十

三
日
に
も
う
一
度
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
日
は
天
気
が
良
か

っ
た
も
の
の
多
少
肌
寒
か
っ
た
の

で
す
が
、
十
一
名
の
児
童
は
元
気

に
川
の
中
に
入
り
、
た
く
さ
ん
の

わiJ)， (5) 平成16年 3月25日

生
物
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。六

年
生
は
、
十
一
月
七
日
に
老

人
ク
ラ
ブ
の
方
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
も
ひ
ま
わ
り
学
習
は
、

小
・
中
学
校
と
公
民
館
が
合
同
で

開
催
し
、
少
し
で
も
社
会
教
育
と

学
校
教
育
が
融
合
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ギョウザ作りは難しい~

婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
、
特
別
養

護
老
人
ホ

l
ム
「
か
わ
か
み
荘
」

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

入
所
さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん

は
、
嬉
し
そ
う
に
子
を
た
た
い
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
た
よ
う

で
す
。会

員
の
方
の
花
嫁
衣
裳
で
の
と

て
も
華
や
か
な
「
川
の
流
れ
の
よ

う
に
」
の
カ
ラ
オ
ケ
や
、
運
転
手

の
久
保
さ
ん
の
飛
び
入
り
参
加
も

あ
り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
各

支
部
共
に
練
習
の
成
果
が
出
て
楽

し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

炭を出してます

第
三
回
ふ
れ
あ
い
教
室
で
も
ち

つ
き
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
保
護
者
と
一
緒
に
粉
だ

ら
け
に
な
っ
て
つ
い
た
り
ま
る
め

た
り
、
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
初
め
て
、
い
ち
ご
大
福

を
作
っ
て
み
よ
う
と
い
う
計
画
を

立
て
、
白
ア
ン
と
河
辺
の
サ
ン
サ

ン
農
閣
で
採
れ
た
い
ち
ご
を
使
っ

て
、
と
っ
て
も
お
い
し
い
い
ち
ご

大
福
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
も
大

喜
び
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

か
わ
い
い
手
で
ま
る
め
て
、
楽

し
く
色
ん
な
お
も
ち
が
で
き
雑
煮

「
山
に
、
古
野
光
子
会
長
か
ら

「
再
会
を
楽
し
み
に
お
元
気
で
お

過
ご
し
下
さ
い
」
と
の
あ
い
さ
つ

に
、
お
礼
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き

宇
品
7

レ
み
~
。

の
お
代
わ
り
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

皆
お
腹
一
杯
食
べ
ら
れ
た
様
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

いつまでもお元気で!

河
辺
村
森
林
組
合
が
、
平
成
十

六
年
一
月
一
日
よ
り
大
洲
市
森
林

組
合
河
辺
支
所
(
支
所
長
高
木
恵

子
)
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
支
所
長
代
理
に
肱
川
よ

り
土
居
裕
二
氏
を
迎
え
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
二
回
新
た
な
気
持
ち
で

頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

べったん、べったん

おいしく

な~れ
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平
成
十
五
年
度
河
辺
村
教
育
研

究
大
会
が
二
月
十
八
日
、
河
辺
小

学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
は
社
会
の
急
激
な
変
化
に

対
応
す
る
様
々
な
教
育
改
革
が
推

進
さ
れ
て
い
る
中
、
「
個
性
豊
か

な
人
間
性
を
育
て
る
学
校
教
育
の

充
実
」
と
い
う
研
究
主
題
の
も
と

村
教
育
の
改
革
を
め
ざ
す
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
河
辺
村
の
社
会
教
育

指
導
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

片
倉
健
充
先
生
に
講
演
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
豊
富
な
教
育
実
践
を

踏
ま
え
て
の
先
生
の
お
話
か
ら
、

私
た
ち
は
多
く
の
示
唆
を
与
え
て

ミ̂わ7P 

1偲4
;事1_. 
E経i

l警1
すI

第 160号

今
年
度
の
わ
く
わ
く
無
限
大
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
話
を
聞
く
だ
け
で

な
く
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
知
識

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
十
一
月

二
十
七
日
に
「
妊
婦
体
験
」
、
三

月
十
八
日
に
は
「
護
身
術

E
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

「
妊
婦
体
験
」
で
は
、
村
の
保

健
師
二
名
に
講
師
を
お
願
い
し
、

約
十
見
の
妊
婦
体
験
セ
ッ
ト
を
装

着
し
て
、
階
段
の
上
り
下
り
や
部

屋
の
掃
除
が
い
か
に
大
変
な
こ
と

で
あ
る
か
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ

い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
間
と
し
て

大
事
な
の
は

I

Q
で
は
な
く

E

Q

(
こ
こ
ろ
の
指
数
)
で
あ
る
こ
と
。

教
師
に
と
っ
て
研
修
は
命
で
あ
る

こ
と
。
常
に
改
革
を
お
こ
な
う
姿

勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。
「
個
性

豊
か
な
学
校
教
育
の
充
実
」
の
た

め
に
は
教
師
自
身
が
個
性
豊
か
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
々
。

今
年
度
の
研
究
大
会
は
、
多
く

の
貴
重
な
お
話
か
ら
、
日
頃
の
自
分

自
身
の
教
育
実
践
を
見
直
し
改
善

し
て
い
く
良
い
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
河
辺
村
教
育
研
究
会
は

市
町
村
合
併
に
伴
い
平
成
十
六
年

十
二
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
そ
の

活
動
を
終
了
し
ま
す
。
し
か
し
、

河
辺
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願

う
そ
の
精
神
は
永
久
に
受
け
継
が

れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

の
後
、
泳
浴
人
形
を
使
っ
て
、
実

際
に
沫
浴
の
仕
方
も
体
験
し
ま
し

た。

「
護
身
術
H
」
で
は
、
日
本
少

林
寺
拳
法
大
洲
道
院
岡
田
仁
利

(
お
か
だ
ひ
と
し
)
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
腕
や
服
を
つ
か
ま
れ

た
時
の
は
ず
し
方
や
刃
物
を
持
っ

た
相
子
が
向
か
っ
て
来
た
時
の
対

処
法
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
の
身

の
護
り
方
(
関
節
技
等
)
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
も
わ
く
わ
く
無
限
大
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
体
験
を
中
心
と
し

た
内
容
で
実
施
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
y

い。

河辺の子どもの教育は…

人
権
尊
重
の
村
づ
く
り

公
民
館
で
は
、
人
に
や
さ
し
く

全
て
の
村
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
村
、
つ
く
り
を
目
指
し
て
、
分
館

や
各
種
団
体
で
の
学
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
普
段
見
過
ご
し
て

い
る
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

手をつかまれた時は…

婦人会3/2 役場職員会12/3 青年団3/18 
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立
春
の
日
に
二
年
生
三
名
は
少

年
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
主
役
が

三
人
と
い
う
少
な
い
少
年
式
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
祝
福

し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
子

ど
も
た
ち
も
少
年
の
日
を
よ
り
実

感
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
決
意
を

多
く
の
方
々
の
前
で
発
表
し
、
後

半
に
は
、
保
護
者
と
の
子
紙
交
換

も
行
い
ま
し
た
。
少
年
式
の
一
つ

の
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。式

が
終
わ
っ
た
後
は
、
二
年
生

で
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

親
子
会
食
の
後
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
陶
芸
を
親
子
で
楽
し
み
ま

し
た
。
事
前
に
陶
芸
ク
ラ
ブ
の

わか平成16年 3月25日

高
校
入
試
を
終
え
た
三
年
生
十

三
人
が
料
理
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た。
こ
れ
は
、
河
辺
の
同
級
生
と
の

思
い
出
作
り
と
し
て
、
ま
た
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
料
理
が

き
ち
ん
と
自
分
で
作
れ
る
よ
う
に

と
の
思
い
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
管
理
栄
養
士
の
淳

山
美
和
(
あ
つ
や
ま
み
わ
)
氏

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
栄
養
指
導

と
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

栄
養
指
導
で
は
、
一
日
に
必
要

(7) 

方
々
に
優
し
く
指
導
F

2

け
な
が

ら
思
い
思
い
の
器
を
作
っ
て
お

り
、
当
日
は
絵
付
け
を
行
い
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
は
作
品
の
芸
術

性
、
子
ど
も
た
ち
は
文
字
や
絵
を

描
き
記
念
を
重
規
し
、
は
っ
き
り

と
意
図
が
分
か
れ
て
い
た
様
で

す
。
地
域
の
方
々
が
、
河
辺
の
子

ど
も
た
ち
を
本
当
に
温
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
陶

芸
教
室
を
通
し
て
改
め
て
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

最
後
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
西
側

に
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
え
ま
し

た
。
穴
堀
り
の
段
階
で
、
岩
石
が

多
く
根
に
は
悪
条
件
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
、
何
ヵ
所
か
掘
っ
て
、

比
較
的
育
ち
や
す
い
場
所
に
植
え

ま
し
た
。
三
人
の
よ
う
に
、
す
く

す
く
と
育
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

な
カ
ロ
リ
ー
や
塩
分
を
フ
1
ド
モ

デ
ル
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
作

る
事
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し

た。
調
理
実
習
で
は
、
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
苦
労
し
て
野
菜
を
切
っ
て

い
る
隣
で
、
手
慣
れ
た
包
丁
さ
ば

き
を
披
露
し
て
い
た
り
、
あ
る
班

で
は
肉
が
焦
げ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な

が
協
力
し
あ
っ
て
「
ツ
ナ
ピ
ラ
フ
」

「
野
菜
た
っ
ぷ
り
煮
豚
」
「
も
や
し

ス
l
プ
」
「
簡
単
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」

の
四
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

三
一
年
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
回

の
調
理
実
習
を
一
つ
の
自
信
と
し

て
、
春
か
ら
の
新
し
い
環
境
で
の

新
生
活
を
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

今日の決意を忘れずに

ゃね(まし歯電

バランスを考えて…

ふ
る
さ
と
に
望
む

北
条
市

稲
田

え伸 ji)
保五
出
身

私
は
よ
く
初
対
面
の
方
に
「
南
予
の
方
で
す
ね
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
就
職
し
て
松
山
に
住
み
始
め
て
十
八
年
、
未
だ
に

河
辺
な
ま
り
が
抜
け
ま
せ
ん
、
と
い
う
よ
り
、
忘
れ
た
く
な

い
と
言
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
河
辺
の
言
葉
は

穏
や
か
で
私
は
と
て
も
好
き
で
す
。
た
ま
に
帰
る
と
「
や
っ

ぱ
こ
れ
よ
の
」
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
て
し
ま
い
ま
す
。
私

の
子
供
は
松
山
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、
河
辺
な
ま
り
連

発
で
す
。

職
場
で
は
、
河
辺
村
の
美
味
し
い
川
魚
料
理
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
た
ま
に
河
辺
村
ツ
ア
!
な
る
も
の
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
お
畳
一
に
料
理
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
後
近

隣
で
観
光
や
花
火
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
「
今
年
は
い
つ
行
く
の
」
と
催
促
さ
れ
る
く
ら
い
好
評
で
、

一
度
参
加
す
る
と
再
び
参
加
を
し
て
く
れ
ま
す
。
初
め
て
ツ

ア
l
に
参
加
す
る
人
に
は
必
ず
覚
え
て
帰
っ
て
も
ら
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
ば
っ
ぽ
」
と
「
な
ば
」
で
す
。
私

と
の
会
話
の
中
で
出
て
く
る
単
語
な
の
で
、
覚
え
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

ま
れ
に
で
す
が
、
「
こ
の
前
、
ふ
る
さ
と
の
宿
に
泊
ま
っ

た
」
と
か
、
「
両
親
が
龍
馬
脱
藩
の
道
に
参
加
し
た
」
と
周

り
の
人
か
ら
言
わ
れ
る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
「
河
辺
村
っ

て
ど
こ
に
あ
る
の
?
」
な
ん
て
言
う
人
も
た
ま
に
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
人
に
は
「
愛
媛
の
軽
井
沢
と
い
え
ば
分
か
り
ま
す

よ
ね
」
と
言
っ
て
教
え
て
い
ま
す
。
合
併
に
伴
い
、
地
図
か

ら
「
河
辺
村
」
の
「
村
」
の
字
が
徐
々
に
消
え
て
行
く
と
思

い
ま
す
が
、
私
は
ず
っ
と
「
河
辺
村
出
身
で
す
。
」
と
自
己

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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町
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凶
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v

わ

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
河
辺
村

で
の
時
間
は
と
て
も
早
く
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
大
洲
で
出
会
っ
た
人

た
ち
は
、
「
山
で
は
い
っ
ぱ
い
雪
が

降
る
よ
」
と
話
し
て
く
れ
、
私
は
三

月
の
カ
ナ
ダ
の
よ
う
に
五
十
叩
く
ら

い
は
、
積
も
る
の
だ
ろ
う
か
と
期
待

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
、
三

日
で
雪
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
中
学
校
の
生
徒
た
ち
と
雪
ダ

ル
マ
を
作
っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
小
学
校
、
中
学
校
の
生
徒
の

皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
。
よ
い

休
日
を
。

あ

守

勢

a 

マ
ラ
ソ
ン
大
会

抜
け
る
よ
う
な
青
空
。
二
月
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
体
を
少
し
動
か

す
と
汗
ば
む
く
ら
い
の
暖
か
な
こ

の
目
、
河
辺
小
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

沿
道
で
は
、
地
域
の
方
々
の
応

援
も
あ
り
、
温
か
い
拍
手
を
子
ど

も
た
ち
に
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
走
れ
る
よ
う
、
交
通
整
理
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
方
も
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
一
位
を
目
指

ヌう瓦第 160号

S
3
5
3
h
n
p
 

い
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き号

示

し
た
り
、
完
走
を
目
標
と
し

た
り
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
目
的
を
も
っ
て
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ゴ

ー
ル
し
た
後
は
、
全
力
を
出

し
切
っ
た
、
す
が
す
が
し
い

笑
顔
で
他
の
ラ
ン
ナ
ー
を
迎

え
て
い
ま
し
た
。
見
て
い
る

こ
ち
ら
も
、
と
て
も
嬉
し
く

な
る
よ
う
な
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

来
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち

は
元
気
に
河
辺
街
道
を
走
る

予
定
で
す
。
そ
の
と
き
は
、

今
年
度
同
様
ご
声
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

e

S

6
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河辺の雪景色です
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赤
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模

共
開
葬
金
の
お
礼

，雪号~罰@号雪そ戸

平
成
十
五
年
共
同
募
金
運
動
が

昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
「
地
域
の
福
祉
、
み
ん

な
で
参
加
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実

施
さ
れ
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

得
て
左
記
の
と
お
り
実
績
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

電ミ

部
落
募
金

一
三
三
、
六

O
O円

法
人
募
金
(
企
業
募
金
)

三
三

O
、
0
0
0
円

職
域
募
金
(
パ
ッ
チ
募
金
)

一
三
八
、

0
0
0円

個
人
募
金
(
大
口
募
金
)

一
七

O
、
0
0
0
円

街
頭
募
金
(
運
動
会
募
金
外
)

二
一
、
八
三
八
円

テ
レ
ホ
ン
カ

I
ド
募
金

一
O
、
0
0
0円

計八
O
三、

②~ 1$ @ 

A 
ロ

元気よくスター卜!

四
三
八
円

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

募
金
は
、
在
宅
の
お
年
寄
や
各
種
福

祉
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
活

動
、
児
童
青
少
年
の
福
祉
関
連
図

書
の
整
備
及
び
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
事
業
の
支
援
の
た
め
還
元

さ
れ
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま

かろ
ら銀叶

お行
事し

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
平
成
十

六
年
三
月
ま
で
に
、
河
辺
村
社
会

福
祉
協
議
会
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
対

し
「
香
典
返
し
に
か
え
て
」
と
次

の
方
々
か
ら
多
額
の
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

石
井
ハ
ル
ヱ
、
久
保
園
夫
、
小
西

猛
、
渡
辺
ア
キ
子
、
河
本
治
、
大

森
良
、
池
田
敬
三
、
露
内
久
志
、

山
本
茂
慎
、
植
木
一
恵
、
古
野
吉

武
、
沖
石
マ
ツ
子
、
清
水
美
孝
、

松
井
修
、
北
川
照
子
、
田
中
章
子

寄
附
金
額
七
八

O
、

0
0
0円

各
位
の
ご
芳
志
に
対
し
、

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
く

は
じ
め
て
の

バ
I
え
デ
ィ

ー
河
辺
村
の
宝
物
1お誕生日おめでとう。

はやく大きくなって 緒にキャ
ッチボルしよう!!(父母より)

んや中口

¥
j
J

る
琉
山

は
羽
中大

世
本
(

市
訂
勺

ぷ

μ

、、，，
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位巳
〈
要
介
護
者
の
や
る
気
を

う
な
が
す
接
し
方
〉

。
「
手
」
を
か
け
る
よ
り
「
声
」

を
か
け
よ
う
。

介
護
の
と
き
に
は
、
動
作
の
意

昧
を

J

口
葉
で
伝
え
ま
し
ょ
う
c

要

介
護
者
も
、
先
に
目
的
が
わ
か
っ

て
い
れ
ば
、
介
助
さ
れ
て
も
自
分

で
動
こ
う
と
す
る
意
欲
が
生
ま
れ

て
き
ま
す
υ

O
で
さ
る
こ
と
は
し
て
も
ら
う

た
と
え
ば
凶
み
が
き
。
時
聞
が

か
か
る
か
ら
、
卜

F
に
で
き
な
い

か
ら
と
、
一
方
的
に
子
を
費
す
の

。))広明書鋸健舗で
~ほ}まえみは回復薬!

(9) 

は
禁
物
。
で
き
る
こ
μ

一
し
て
も

ら
い
、
で
き
な
い
こ
と
を
子
伝
う

の
が
介
護
の
基
本
。
自
分
で
で
き

れ
ば
、
要
介
護
者
の
今
後
の
自
信

に
つ
な
が
り
ま
す
c

。
大
き
な
声
を
出
さ
ず
、
耳
元
で

ゆ
っ
く
り
と

耳
が
聞
と
え
に
く
い
、
一
度
で

は
伝
わ
り
に
く
い
か
ら
と
勝
手
に

決
め
て
、
大
き
な
声
で
話
し
か
け

る
と
、
要
介
護
者
を
驚
か
せ
、
萎

縮
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
子
間
が
か
か
っ
て
も
耳
元
で

や
さ
し
い
口
調
で
話
し
か
け
ま
し

ょヲつ。
O
ほ
め
て
動
か
す

ほ
め
ら
れ
れ
ば
誰
だ
っ
て
う
れ

し
い
、
そ
れ
は
要
介
護
者
も
同
じ

で
す
。
で
き
た
こ
と
や
、
前
山
き

5月12日は看誰の日です。この日を台む週間を看護

週間として全国的に多彩な行中が計画されてpます。

その一環としてふれあい看護体験が実施されますり

将ぅ|そ吾詰師になりたい学生さんはもちろん、ご家族

の介護に役立てたい方、病院のことを知りたい方など

どなたでも参加できます。ぜひさ応募ください。

なお、県内の募集施設の一覧表が役場福祉課にあり

ますので、参加を希望される方は、お早目にご連絡下

さpυ

お申し込み、お問い合わせは、出J安各施設へしてい

ただくこととなっていますひ

また、中学生・高校生は学校の許可が必要です。

「ふれあい看護体験jゆ参加者募集

に
な
れ
た
こ
と
は
た
い
に
ほ
め
ま

し
ょ
う
。
今
日
よ
り
明
日
は
も
っ

と
よ
く
な
る
よ
う
に
、
ほ
め
て
動

か
せ
る
よ
う
導
い
て
い
き
ま
し
ょ

切っ。。
会
話
や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
ふ
れ

合
い
を

体
を
移
動
さ
せ
る
時
に
は
、
子

を
さ
し
の
べ
る
、
肩
を
抱
え
る
な

ど
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
犬
切
に
し

て
、
ま
た
、
同
じ
こ
と
を
何
度
く

り
涯
し
で
も
、
や
さ
し
い
気
持
ち

で
闘
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
介
護

に
は
信
頼
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

{
問
い
合
わ
せ
先
〕役

場
福
祉
課

(お申し込み方法〉

往復はがきに「ふれあい看護体験参加希望」と

明記の上 ①住所②氏名(ブリガナ)⑤年齢④職

業(学生は学校・学年)⑤電話番号⑥洋服サイズ

⑦中学生・高校生の場合は、学校の誹可の有無を

書き、 4月20自(火)までに各施設に直接中し

込んでください。

国
民
年
金
保
険
料

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
が

四
月
か
ら
完
全
実
施

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
、

四
月
か
ら
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
可

能
と
な
り
、
夜
間
・
休
日
(
年
中

無
休
・
二
十
四
時
間
)
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。コ

ン
ビ
ニ
空
口
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
た
め
に
は
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

刷
さ
れ
た
納
付
書
が
必
要
で
す
。

(
平
成
十
五
年
四
月
に
送
付
さ
れ

た
納
付
書
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納

用
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い

な
い
の
で
使
同
で
き
ま
せ
ん
。
)

この機会に、看護体験をしてみませんか?

平
成
十
六
年
四
月
に
送
付
す
る

一
年
分
の
納
付
書
に
は
す
べ
て
バ

ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
、
コ
ン
ビ

ニ
窓
口
で
の
納
付
が
本
格
的
に
可

能
と
な
り
ま
す
。

納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
は
次
の
と

お
リ
。

・
セ
ブ
ン
E

イ
レ
ブ
ン

ロ
ー
ソ
ン

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト

.
サ
ン
ク
ス

・
サ
ー
ク
ル

K

・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

(
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
)

・
ポ
プ
ラ
グ
ル
ー
プ
(
ポ
プ
ラ
・

生
活
彩
家
・
く
ら
し
ハ
ウ
ス
)

a
m
/
p
m
 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
圃
ス
ト
ア

.
ス
リ

l
エ
フ

・
コ
コ
ス
ト
ア

・
セ
イ
コ
ー
マ

1
ト

2 
3 

4 
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@ 

唱易

場

建基

晶

智

命

感

い
ち
ご
の
収
穫
を
十
二
月
か
ら

始
め
ま
し
た
。
昨
年
九
月
に
定
植

し
た
苗
が
順
調
に
育
ち
、
赤
い
赤

い
実
を
つ
け
ま
し
た
。
太
陽
の
恵

み
と
山
本
五
月
也
園
長
の
愛
情
が

た
っ
ぷ
り
の
い
ち
ご
を
食
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
幸
せ
を
感

じ
ま
す
。

現
在
、
隔
日
で
収
穫
し
て
い
ま

す
が
、
や
が
て
毎
日
に
な
り
ま
す
。

収
穫
は
、
四
名
の
女
性
の
子
で
優

し
く
収
穫
さ
れ
、
慈
し
み
な
が
ら

パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
て
、
農
協
に
出

荷
し
て
い
ま
す
。
村
氏
の
皆
様
に

も
既
に
ご
購
買
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
サ
ン
サ
ン
農
園
ス
タ
ッ
フ
一

岡
、
と
て
も
感
激
し
て
い
ま
す
。

ま
な
、
学
校
給
食
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
「
地
元
の
産
物
は
地

元
で
」
と
い
う
地
産
地
消
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
ゅ
う
パ
ッ
ク

は
、
村
外
の
方
ヘ
河
辺
村
産
い
ち

ご
の
知
名
度
を
拡
大
す
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
あ

ら
ゆ
る
方
の
助
け
を
い
た
だ
き
な

が
ら
お
い
し
い
い
ち
ご
、
「
さ
ち

の
か
」
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

や

ま

び

こ

三

九

i
ニ
七
七

O

サ
ン
サ
ン
農
園
三
九
二

O
八
八

れミわ九百第 160号

司6

@ 号島

河辺産「さちのか」

愛
嬢
大
学
生
の
み
な
さ
ん

ょ
う
き
立
は
つ
な
の

収穫中です

昨
年
、
十
一
月
末
に
愛
媛
大
学

農
学
部
の
六
名
(
男
性
三
名
、
女

性
三
名
)
が
、
や
っ
て
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
と
い
っ

て
、
学
校
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

実
際
の
現
場
に
お
い
て
、
体
験
を

通
し
て
視
野
を
大
き
く
持
っ
て
も

ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

初
日
、
昼
に
河
辺
村
入
り
し
た

学
生
に
、
サ
ン
サ
ン
農
闘
の
い
ち

ご
の
長
か
ぎ
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
実
家
が
い
ち
ご
を
生
産
し
て

い
る
学
生
が
お
り
作
業
中
も
話
が

弾
み
ま
し
た
。

一
一
日
目
は
、
北
平
の
」
の
谷
の

村
有
林
に
間
伐
に
行
き
ま
し
た
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
玉
切
り

し
た
り
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
で
材
を
集

吋
し
た
り
、
や
ま
び
こ
職
員
の
指

導
の
も
と
、
自
在
輝
か
せ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

三
日

H
は
、
サ
ン
サ
ン
農
園
と

村
有
林
で
、
オ
を
流
し
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
だ
ん
だ
ん
会
を
聞
き
、

愛
犬
生
と
や
ま
び
こ
職
員
で
、
人

生
観
や
仕
事
観
に
つ
い
て
楽
し
い

な
が
ち
も
裏
一
剣
な
話
を
遅
く
ま
で

7
レ
キ

4rし
名
ん

δ

や
ま
び
こ
職
員
は
、
自
分
に
課

せ
ら
れ
て
い
る
仕
事
は
、
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
指
導
す
る
大
切
さ
と

若
い
工
不
ル
ギ

l
の
無
限
性
を
感

じ
た
三
日
間
で
し
た
。

愛情もパックの中に間伐研修中です

…
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
c

…
0
期
間
平
成
庁
六
年
四
月
六
日
制
か
ら
十
寸

五
日
木
ま
で

…
C
ス
口
i
ガ

ン

(

一

譲
り
合
い
笑
顔
を
受
わ
す
交
差
点
一

…

大

「

運

動

の

基

本

」

一

-
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
一

大

「

運

動

の

重

点

」

一

一

~

自

転

車

の

安

全

刺

用

の

推

進

一

一

…

・

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

と

チ

ヤ

イ

ル

ド

シ

l
ト
一

め

正

し

い

着

用

の

徹

底

一

一

剛

一

交

差

点

の

交

通

事

故

防

止

一

一

交

通

事

故

の

特

徴

…

一

高

官

Raz--ー

」

一

一
の
事
一
川
見
寸
一
一
戸
件
数
、
傷
者
と
も
一
件
・
一
名
…
一
割
ろ
う

i
シ
ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
愛
媛
二

一

時

加
L

犬

日

「

l
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
I
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
L

一

一

助

死

者

数

は

な

か

っ

た

・

平

成

十

五

年

の

受

通

事

政

一

一

ω村
道
で
一
一
作
川
、
車
両
単
独
二
件
、
運
転
操
.
昨
年
中
は
、
交
通
事
故
防
止
、
ム
交
通
安
全
一

一
作
不
適
当
一
件
に
よ
る
事
故
が
充
生
し
た
o

-

の
推
進
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
変
有
難
一

一
仰
高
齢
者
の
事
故
は
、
二
件
(
し
ハ
十
六
%
)
う
ご
ざ
い
ま
し
た
c

一

一
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
故
は
、
全
て
高
齢
ド
…
大
洲
警
察
署
、
大
洲
交
通
安
全
協
会
、
安
一

一
ラ
イ
パ
ー
に
よ
る
も
の
で
、
高
齢
者
現
象
日
全
運
転
管
理
者
協
議
会
等
、
関
係
機
関
・
団
一

一

が

顕

著

に

認

め

ら

れ

た

。

…

体

の

み

な

様

の

ご

努

力

の

結

果

、

一

一
O
歩

行

者

の

方

に

一

発

生

件

数

・

傷

者

は

若

干

減

少

し

ま

し

た

。

一
道
路
の
横
断
は
、
大
変
危
険
で
す
。
左
右
・
残
念
な
が
ち
死
者
は
倍
増
し
ま
し
た
。
一

一
の
安
全
を
よ
く
舷
か
め
て
横
断
し
ま
し
ょ
う
。
"
(
大
洲
市
・
長
浜
町
・
肱
川
町
で
発
生
)
一

一
O
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
方
ヘ
・
死
者
の
う
ち
、
半
数
は
高
齢
者
の
方
で
、
全
一

一
常
に
、
緊
張
感
を
持
っ
て
、
前
方
・
左
右
日
員
来

J

存
中
に
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

一
に
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
夕
暮
れ
時
は
危
“
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
冒

一
険
で
す
。
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。
…
※
横
断
は
、
左
右
の
車
が
停
止
し
た
の
を
一

一
ー
ー
ー
!
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
l
I
l
l
i
-
-
J
u
確
認
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。
一

一
一
平
成
十
六
年
春
の
全
国
琵
通
安
金
運
動
一
一
※
夜
間
は
、
反
射
材
の
着
用
と
懐
中
電
灯
一

一
「
|
;
|
1
1
1
1
1
1
!
|
|
!
|
|
|
L
…
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。
一

一
平
成
十
五
年
中
、
愛
媛
県
で
は
、
約
一
万
…
※
国
道
五
卜
六
号
で
多
発
、
前
方
・
左
右
一

一
一
千
件
も
の
交
通
人
身
事
故
が
発
生
し
、
約
…
を
充
分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
一

一
一
万
三
千
人
に
及
ぶ
人
が
怪
我
を
し
、

H-
一
一
夏
通
安
全
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
一

一
十
五
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す

c

こ
…
交
通
安
全
協
会
で
は
、
大
洲
警
察
署
と
協
一

一
の
ム
身
近
に
厳
然
と
存
在
す
る
道
路
交
通
の
危
…
力
し
て
、
小
・
中
・
高
等
学
校
・
事
業
所
・
一

一
険
や
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
に
思
い
を
め
ぐ
ら
…
老
人
ク
ラ
ブ
等
に
お
い
て
交
通
安
全
教
室
を
一

一

せ

て

下

さ

い

。

“

閣

催

し

て

い

ま

す

。

一

白
そ
し
て
、
家
庭
で
、
学
校
で
、
職
場
で
、
…
皆
様
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
一

地

域

で

、

お

互

い

が

「

交

通

事

故

を

起

こ

さ

…

す

。

一

な
い
。
」
「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
」
ょ
う
取
…
(
二
五
一
一
一
一
・
・
担
当
者
・
東
ま
で
)
一

り
組
み
、
「
交
通
事

Z
バ

ゼ

ロ

社

会

」

の

実

現

…

一



わおち 第 160号

出
品
併
火
災
の
防
止
に
つ
い
て

「
未
来
へ
と

ひ
き
つ
ぐ
森
で
す火

の
用
心
」

ミ̂

日
増
し
に
暖
か
く
な
る
に
つ
れ

て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
菜
採
り
な

ど
に
よ
る
入
山
者
が
多
く
な
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し

風
の
強
い
日
が
多
く
、
一
年
の
う

ち
で
山
林
火
災
が
最
も
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
心
配
さ
れ
る
の
が
、
タ

バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
集
め
焼
き
な

ど
の
不
始
末
に
よ
っ
て
起
こ
る
山

林
火
災
で
す
。
山
林
で
火
を
取
扱

う
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

み
志
し
ょ
'
つ
ひ

平成16年 3月25日

。
山
林
で
の
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

O
集
め
焼
き
を
す
る
場
合
に
は
一

度
に
た
く
さ
ん
燃
や
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
集
め
燐
き
や
た
き
火
を
す
る
と

き
は
、
水
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
な

ど
を
同
車
し
て
お
き
ま
し
ょ

柚つ

(11) 

O
集
め
焼
き
や
た
き
火
を
す
る
と

き
は
監
視
人
を
置
き
、
目
を
離

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
己

O
気
象
状
況
に
注
意
し
、
風
の
強

い
日
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

と
き
は
、
集
め
焼
き
な
ど
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

一一一一
h 
h 
i 

開盟
F
自

Eぜ最低賃金のお知ら

国民生活金融公庫では、高校、短大、大学、専修

学校等への入学費用や、在学'1'の授業料などの費用

をど融資する「匡|の教育ローン」の時込を受付して

おりますっ

簡単な手続きでご利用が可能となっておりますの

でお気軽にご相談ください。

ご融資額
学生・生徒お一人様につき

200万円以内

利 率 年1.65%(固定金利)
(平成15年11月10日現在)

ご返済期間 10年以内

据置期間 在学期間以内で元金据置可能

イ果 言正
(財)教育資金融資保証基金
または保証人 (1名以上)

* 6ヶ月間以上の海外留学資金も対象となります。

〔聞い合わせ先〕

干790幽 0003 松山市三番町6ー7_;3

国民生活金融公塵松山支庖

TEL 089 (941) 6148 

FAX 089 (933) 6546 
」

現在、愛援県で適用する最低賃金は以下のとおりです。

最低賃金の別 最低賃金額

愛媛県最低賃金
1時間 611円

(県内全ての労働者に適旧されます)

産業別最低賃金

(県内で、下記産業に従事する基幹的労働者

〈一部除外有〉に適財されます)

バルプ、紙製造業品低賃金 1時間 736円

一般機械器具製造業最低賃金
1日 6，010円

1時間 752円

電気機械器具、情報通信機械器具、
1時間 710円

電子部品・テソ1、イス製造業最低賃金

船舶製造ー修理業、舶用機関
1時間 7臼円

製造業長低賃金

各種商品小売業最低賃金 1時間 667円

〔問い合わせ先〕

愛媛労働局賃金室 (fi089-935-5200) 

八幡浜労働基準監督署(岱0894-22-1750)



(12) 平成16年 3月25日

インフォメーション

れミわ力、第 160号

4 月 5 月

乳幼児健診

2 
3 

4 

5 
健康相談 6 

7 
幼稚園入園式・小学校入学式 8 
中学校入学式 9 

10 
心配ごと相談・行政相談・

人権相談

中学校修学旅行(ー15日) 11 健康相談小学校修学旅行 (~13日 )
心配ごと相談 ・行政相談 12 

13 
14 
15 
16 

17 
18 

行政委員会 19 
健康相談 20 

21 
22 幸福行きパスツアー (-23日)

23 
24 
25 健康相談

26 
27 

28 
29 

30 
31 

分館対抗ナイ ターソフトボール大会

未定 婦人学級

高齢者学級

災
権
教
務
波
紋
…市
災
……
川

「
し
つ
け
」
は
、
子
ど
も
に
社
会

の
ル

1
ル
や
マ
ナ
ー
を
教
え
る
こ

と
、
子
ど
も
自
身
、が
自
分
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
訓
練
し
た

り
、
自
立
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、

ス
キ
ル
(
技
能
)
を
教
え
る
こ
と
が

目
的
で
す
。

一
方

「虐
待
」
は
、
親

が
自
分
の
力
を
誤
用
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
で
す
が

「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
と
の
区
別

が
つ
か
な
か

っ
た
り
、
認
識
で
き
ず

に
、
あ
る
い
は
無
意
識
の
う
ち
に
虐

待
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
し
つ
け
の
た
め
な
ら
、
た

た
い
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
?
も

ち
ろ
ん
答
え
は

N
O
で
す
。
親
は
、

子
ど
も
を
愛
し
て
い
る
か
ら
、
た
た

く
の
だ
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
た
た
か
れ
た
子
ど
も
に
と

っ
て

ど
ん
な
形
で
あ
れ
、

暴
力
を
受
け
た

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
つ
け
に
暴
力
を
使
う
と
、

も
は
そ
の
場
で
は
従
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
た
た
か
れ
る
か
ら
従

っ
て

い
る
だ
け
で
す
。
「
愛
し
て
い
る
か

ら
」
と
い
う
の
は
、
親
の
都
合
に
合

わ
せ
た
言
い
訳
で
、
免
罪
符
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

次
の
詩
を
読
ん
で
下
さ
い
。

「
虐
待
に
つ
い
て
考
え
る
」

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
「
子

ど
も
の
虐
待
」
に
つ
い
て
報
じ
ら
れ

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
虐
待
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、

虐
待
と
は
、
大
人
が
そ
の

権
力
を
乱
用
し
て
こ
ど
も
の
人
権
を

侵
害
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
誤

っ
た
し

つ
け
に
対
す
る
思
い
込
み
ゃ
自
己
の

ス
ト
レ
ス
発
散
、
支
配
欲
、
あ
る
い

は
間
違

っ
た
性
的
な
行
為
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

紙
面
の
都
合
で
、

つ
け
」
と

「虐
待
」

て
み
ま
し
ょ
う
。

い
つ
か
ら
だ
ろ
う

ほ
ん
と
は
や
さ
し
い
マ
マ
な
の
に

い
つ
か
ら
だ
ろ
う

痛
み
に
慣
れ
て
し
ま

っ
た
の
は

マ
マ
の
顔
が
赤
く
な
る

私
の
体
が
赤
く
な
る

も
う
い
い
か
い
?

気
が
済
ん
だ
?

も
う
い
い
か
い
?

も
う
ぶ
た
な
い
で
!

体
の
傷
は
治
る
け
ど

心
の
傷
は
、
深
く
な
る

心
に
つ
け
る
薬
を
く
だ
さ
い

心
に
つ
け
る
愛
を
く
だ
さ
い

こ
こ
で
は
「
し

に
つ
い
て
考
え

子
ど
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z
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写
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大
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

小
田
太
助
(
坂
本
)
回
歳

松
本
信
衛
(
横
山
中
)
侃
歳

田

中

(

川

崎

)

幻

歳

ヨ
ン

(
上
大
成
)

和
子
(
松
山
市
)

建

H15. 3.1現 1，377(ム 71)

H 14.3.1現 1，367(ム 61)

H13. 3.1現 1，363(ム 57)

H12. 3.1現 1，382(ム 76)

Hll. 3.1現 1，407(ム101)

人のうごき
(平成16年 3月1日現在)

世帯数 533戸
男 子 636人
女子 670人

言十 1，306人

¥
冨
永

進

(

上

大

成

)

/
花
岡
千
年
子
(
百
合
谷
)


